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１．はじめに  

九州ルーテル学院大学（以下，本学）では 2019年度より，本調査アンケートを WEB上で実施することに

なりました。また，教育や学生支援の質の向上や大学運営の改善のために，幾つかのアンケート項目を改

変したり追加したりしております。 

本学は，地域に役立つ研究・実践と質の高い教育の保障のための向上に努めております。つきましては，

地域の皆さまや学生保護者の皆さまにおかれましては，アンケート結果をご覧いただき，ご感想やご意見を

ください。皆さまの貴重なご感想やご意見は本学の質の保障・向上につながります。こちらまで（メール：

koho@klc.ac.jp）でお寄せください。 
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２．調査概要  

《調査対象者》 

2019年度在学生 名（内訳：心理臨床学科名，人文学科こども専攻児童教育コース（以下，児童教育コ

ース）名，人文学科こども専攻保育コース（以下，保育コース）名，人文学科キャリア・イングリッシュ専攻

（以下，キャリア・イングリッシュ専攻）名）。 

《調査時期》 

2019 年 12 月下旬から 2020 年 1 月。 

《調査方法》 

１～４年生（5 年以上在籍者も含む）および長期履修学生に web アンケートを実施しました。学科・専攻

の必修科目の授業担当者や特別研究および卒業研究の授業（ゼミ）担当者が学生に，webアンケートに回

答するよう依頼しました。 

《回収率》 

回収率は各学年で以下のとおりでした。2018 年度の比べると回収率は低くなりました。これは，これまで

授業中にアンケートを配布して学生に回答するように授業担当者に依頼していたのが，アンケートの web

化により学生は授業中にアンケートに回答しなくてもよくなったためだと考えられます。また，アンケートの

web 化によりスマートフォンではアンケートを視認しづらくなって回答意欲が低下した可能性も考えられます。  

また，1 年生回答の多くが心理臨床学科所属であり，他学科・専攻所属の回答は殆ど得られませんでし

た。2019 年度調査 1 年生の回答データに関しては，心理臨床学科のみになることについてご理解ください。

長期履修学生についても回答者数が少ないため，回答データを集計していません。 

４年：55 名（32.9％） 

３年：107 名（57.8％） 

２年：97 名（50.8％） 

１年：79 名（39.3%） 

全学年：338 名（45.4％） 

《分析方法》 

回答データの基本集計として，在学生全体，学年ごと，学科・専攻・コースごとに人数，人数比率，平均

値等を算出しました。 
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３．本学認知度  

1年生に，進学先を本格的に検討する前から本学のことをどの程度知っていたかを尋ねました。2段目の

図は 2016 年度～2018 年度の結果を示しています。 
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４．本学の情報源  

1 年生を対象に，本学への進学を検討するうえで役立った情報源は何かを尋ねました。心理臨床学科に

限定されますが，「大学案内・パンフレット」「ホームページ」「オープンキャンパス」が重要な情報源のようで

す。 
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５．本学に対する入学前イメージ  

1 年生を対象に，入学前に本学に対してどのようなイメージをもっていたかについて該当項目を選択する

形（複数選択可）で回答を収集しました。 
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６．本学入学の理由  

1 年生を対象に，本学への入学を決めた理由について複数の項目を選択するよう求めました。  
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７．オープンキャンパス参加状況  

1 年生に入学までに本学のオープンキャンパスに何回参加したかを尋ね，オープンキャンパス参加回数

の平均値を集計しました。2018 年度オープンキャンパスに 2 回程度参加しており，入学者は入学までに複

数回参加しています。 
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８．所属学科・専攻・コースに対するイメージの入学前後での変化  

1 年生のデータをもとに，自分自身が所属している学科・専攻・コースに対する各種イメージの選択比率

を入学前後で比較しました。雰囲気や面倒見の良さ等が入学後に上がっています。 

 

 

 

 

 

 



10 
 

９．本学の授業形態の割合  

 全学年を対象に，受けた授業形態の内訳について全体が１０割（⾜して１０割）になるように回答していた

だきました。その集計結果を下図に示します。色違いの棒を合計すると 100％（１０割）になります。 
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１０．本学の学修体験内容  

2019 年度中の学修体験を振り返り，その体験がどの程度あったのかについて４件法（「１．ほとんどなか

った」「２．あまりなかった」「３．まあまああった」「４．かなりあった」）で回答していただきました。下図は，学年

と学科・専攻・コースごとの回答者数比率の分布です。 
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１１．授業時間数  

 2019年度より，1週間あたりに受講する授業時間数を尋ねました。その集計結果は以下のとおりになりま

す。 
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１２．授業の予習・復習・課題にかける時間  

 2019 年度より，予習・復習・課題など授業に関する学習の１週間の合計時間を尋ねました。集計結果は

以下のとりです。 
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１３．授業における学修態度・行動  

2019 年度中の授業に対する態度・行動については例年通り，「今年４⽉から今までに授業中のあなたの

次の態度･⾏動はどの程度でしたか」と尋ね，「１．ほとんどなかった」「２．あまりなかった」「３．まあまああっ

た」「４．かなりあった」の 4 件法で回答を求めました。結果は以下のとおりになります。 

 

 

 

 

 

 

 



20 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



21 
 

１４．授業以外の学修活動  

2019 年度中の授業以外の８つの学修活動の程度について，「今年４⽉から今までにあなたは授業外で

次の学修⾏動をどの程度しましたか。」と尋ね，「１．ほとんどしなかった」「２．あまりしなかった」「３．まあま

あした」「４．かなりした」の 4 件法で回答を求めました。結果は以下のとおりになります。 
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１５．授業以外の活動時間  

授業以外の活動時間について 2019 年度は 1 週間の合計時間を記入してもらいました。項目は，授業

以外の学習時間，部活動・サークル活動，アルバイト・定職等の労働時間，読書（マンガや雑誌を除く）時

間になります。集計結果は以下のとおりです。 
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１６．知識・能力向上  

2019 年度では，知識・能力に関する項目内容を少し変更して，当該年度中に自分の知識や能力はどの

程度向上したかについて「１．全く向上していない」「２．あまり向上していない」「３．まあまあ向上した」「４．

かなり向上した」の 4 件法で尋ねました。集計結果の図は分布で示しています。知識・能力に関する項目は

順に，「専⾨分野に関する知識・理解」「将来の仕事に関しうる知識・技能」「⽂献・資料・データを収集・分

析する⼒」「論理的に⽂章を書く⼒」「⼈に分かりやすく話す力」「英語・外国語の⼒」「統計数理の知識・技

能」「問題を⾒つけ，解決⽅法を考える力」「多様な⼈々と協働する⼒」「幅広い知識、ものの⾒⽅」「異なる

⽂化に関する知識・理解」になります。 

 

 



26 
 

 

 

 

 



27 
 

 

 

 

 



28 
 

 

 

 

 



29 
 

 

 

 



30 
 

 

 

 

 



31 
 

 

 

 

 



32 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



33 
 

１７．本学の教育の効果  

 2019 年度では，上記の１１の知識・能力を高めるのに本学の教育はどの程度役立っているのかを，「１．

役に⽴っていない」「２．あまり役に⽴っていない」「３．少し役に⽴っている」「４．とても役に⽴っている」の 4

件法で尋ねました。以下に集計結果として平均値を示します。 
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１８．学生にとって必要な学習体験  

 2019 年度では，少し項目内容を変えて，各種の学習体験が学生にとってどの程度有用なものかを，「経

験していない」「有⽤ではなかった」「有⽤だった」「⾮常に有⽤だった」の選択肢で尋ねました。学習体験の

項目は順に，「⼤学での勉強の⽅法（スタディ・スキル）を学ぶ科⽬」「研究室やゼミでの少⼈数教育」「（授

業以外で）教員に質問したり、勉強の仕⽅を相談する機会」「キャリアに関する科⽬、キャリアカウンセリング

（就職・進学相談）」「インターンシップ（５⽇以上のもの）」「海外留学（３ヶ⽉以上のもの）」「図書館やアクテ

ィブラーニングスペースを活⽤した学習」「科⽬履修や資格取得に関する相談やサポート」「奨学⾦などの⽣

活⽀援制度」「学⽣相談などの⼼⾝の健康に関わる相談やサポート」「事件・事故・被災・ハラスメントに関

する相談やサポート」になります。集計結果は以下のとおりで，各回答比率の棒グラフで示しました。 
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１９．学内施設満足感  

2019 年度も本学の施設に対してどの程度満足しているかについて，「１．まったく満足していない」「２．あ

まり満足してない」「３．まあまあ満足している」「４．とても満足している」の 4 件法で尋ねました。集計結果は

平均値を棒グラフで表示しています。 
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２０．検定・資格免許取得希望状況  

各種検定の合格希望者数比率と各種資格免許の取得希望者数比率を以下に表示します。また，各種

検定については希望到達水準（級数や点数）を尋ねました。棒グラフの棒の中に表示されている数字は人

数になります。なお，資格免許取得者数や検定合格達成者数は，免許の多くが卒業後に取得することにな

り，各種検定試験開催は一定の時期に統一されていないため，調査していません。 
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２１．ディプロマ・ポリシーに定める知識・能力の到達度  

 2019 年度より，ディプロマ・ポリシーに定める知識・能力の到達度を確認するために，共通領域（共通教

育）と各学科・専攻・コースそれぞれで向上が求められる知識・能力（ちから）をどの程度身につけているか

を，「１．全く⾝についていない」「２．少しに⾝についているが、⾝についていない部分も多い」「３．⾝につい

ている部分と⾝についていない部分が半々である」「４．だいたい⾝についているが、⾝についていない部分

が少しある」「５．⼗分⾝についている」の 5 件法で尋ねました。 
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※キャリア・イングリッシュ専攻 DP⑤は卒業研究に関連したものであるため，4 年生のところで示している。 

 

 

※保育コース DP⑥は卒業研究に関連したものであるため，4 年生のところで示している。 
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※児童教育コース DP⑥は卒業研究に関連したものであるため，4 年生のところで示している。 

 

 

※心理臨床学科 DP⑥は卒業研究に関連したものであるため，4 年生のところで示している。 

 


